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日本大学歯学部付属歯科病院における最近 10 年間の来院患者動向
―来院患者数の推移とその分布について―
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　要旨
　【目的】日本大学歯学部付属歯科病院歯科矯正科（以下，当科）における矯正歯科治療受診患者動向および診療動態
を明らかにし，地域歯科医療への貢献に加え，大学病院として求められる専門的・包括的医療体制の検討に役立てる
ことを目的とした。
　【方法】2015年から2024年までの10年間に当科を受診した患者を調査対象とし，初診来院患者数，治療開始登録患者

（登録患者）数，男女比率，年齢別分布，治療内容について調査を行った。
　【結果】10年間に当科を受診した初診患者数は6,881人，登録患者数は3,652人，10年間の登録率（登録患者 / 初診患
者）は53.1％であり，これは当科における先行調査（45.0％）と比較して増加していた。登録患者における男女比は
1：1.6であり，年齢別分布では男女ともに10代がもっとも多かった。先行調査と比較し，女性では41歳以上，男性で
は20代で，患者数の増加が認められた。自費診療と保険診療の割合では，各年において自費診療が65％前後であった。
自費診療では叢生が35～45％でありもっとも多く，ついで多かったのは上顎前突で19～37％であった。保険診療では，
各年において顎変形症患者がもっとも多く，そのうち下顎前突が49～59％であり，ついで上顎前突12～18％，顔面非
対称9～17％，開咬5～11％の順であった。また，近年では顎変形症以外の患者が増加しておりとくに多数歯欠損患者
数の割合が高まる傾向にあった。
　【結論】当科の先行調査と比較して，登録患者数は増加傾向を示していたが，男女比，自費診療と保険診療の割合に
は大きな変化はなかった。年齢分布では41歳以上の患者数の増加が認められた。自費診療の割合は65％前後を推移し，
不正咬合別では叢生が最多，ついで上顎前突が多かった。また保険診療では，顎変形症以外の患者数の割合が増加し
ており，とくに多数歯欠損患者数の変化が顕著であった。
　高齢患者や多数歯欠損患者の増加に伴い，包括的医療の観点から，矯正歯科のみならず補綴科，歯周病科，口腔外
科などの各専門分野との連携が今後よりいっそう重要であると考えられた。

キーワード：矯正歯科治療患者，実態調査，不正咬合
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　Abstract
　【Purpose】This study aimed to clarify the trends and clinical characteristics of orthodontic patients at the 
Department of Orthodontics in Nihon University Dental Hospital and to utilize the findings not only to contribute to 
regional dental care but also to inform the development of specialized and comprehensive clinical systems expected 
of a university hospital.
　【Methods】Patients who visited the department between 2015 and 2024 were included. We investigated the 
number of first-visit patients and registered patients, as well as the registration rate, sex ratio, age distribution, and 
treatment modalities.
　【Results】During the 10-year period, 6,881 patients made their first visit to the department. Of these, 3,652 
initiated treatments, yielding a registration rate of 53.1%，which was higher than that reported in a previous study 
at our hospital (45.0%).The sex ratio among the registered patients was 1:1.6 (male: female), with the majority of 
patients being in their teens. Compared with the previous survey, increases were observed among female patients 
aged 41 years and older and among male patients in their twenties. The proportion of treatment types remained 
stable, with Non-insured treatment accounting for approximately 65% annually. Among the Non-insured treatment 
cases, crowding was the most frequent (35–45%), followed by maxillary protrusion (19–37%). Among the cases 
covered by health insurance, jaw deformities were the most common, with mandibular prognathism accounting for 
50–60%, followed by maxillary protrusion (12–18%), facial asymmetry (10–18%), and open bite (5–11%). In recent 
years, the number of cases of non-jaw deformity has increased, particularly in patients with nonsyndromic 
oligodontia.
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緒　 言

日本大学歯学部付属歯科病院（以下，当病院）は，1917
年に開院して以来，歯科医師養成の教育機関としての役割
に加え，地域住民を含む多くの患者に対し，相互の信頼関
係に基づいた質の高い先端歯科医療を提供する都心型大学
病院として長年にわたり機能してきた。当病院では1978年
に矯正歯科が標榜され，今日に至るまで社会制度の変遷に
伴い矯正歯科治療は多様化してきた。1982年に唇顎口蓋裂
患者，1990年には顎変形症患者に対する術前・術後矯正歯
科治療が保険収載され，さらに1995年には学校歯科検診に
おいて不正咬合の診査項目が導入された。また，複数回の
診療報酬改定により，矯正歯科治療が保険適用となる先天
性疾患の範囲が拡大し，2012年には 6 歯以上の先天性部分
性無歯症，さらに2018年には前歯および小臼歯の永久歯の
うち 3 歯以上の萌出不全に起因した咬合異常（埋伏歯開窓
術を必要とするものに限る）が追加されるなど，矯正歯科
治療の診療体制が拡充されてきた。

当病院における矯正歯科患者の診療実態を把握・分析す
ることは，診療体制の改善や今後の発展に資する重要な資
料となる。近年，矯正歯科治療に対する社会的関心や患者
ニーズが多様化しており，これらの変化に的確に対応する
ためにも，実態の把握は不可欠である。そこで本研究で
は，当科の診療動態を検証し地域医療へのさらなる貢献を
目指すことを目的に，2015年から2024年までの10年間に当
科を受診した患者の実態を調査し，過去のデータ 1 ）との
比較検討を行った。

資料および方法

2015年から2024年までの10年間に当科を受診した患者
6,881人（初診患者）を調査対象とした。

1 ．調査資料
調査資料として，初診時における氏名，年齢，性別，来

院日，主訴などが記録された問診票および精密検査時にお
ける頭部 X 線規格写真などの各種 X 線写真から分析され
た診療記録用紙を用いた。本調査では，初診患者のうち矯
正歯科治療を開始した患者を登録患者と定義した。登録患
者については，治療内容別に，自費による全顎的矯正歯科
治療（自費診療），Ⅰ期治療，部分矯正治療（MTM），お

よび保険適用の矯正歯科治療（保険診療）に分類した。さ
らに保険診療については，顎変形症，顎変形症以外の保険
適用の矯正歯科治療（顎変形症以外）に分類した。本研究
は，日本大学歯学部倫理委員会の承認を得て実施した（許
可番号：EP25D002）。

２. 調査項目
上記の患者について，以下の項目において調査を行っ

た。
1）患者数の年次推移および登録率
2）登録患者における男女比，年齢別分布
3）�登録患者における自費診療および保険診療の割合と

その年次推移
4）自費診療患者数および不正咬合分布とその年次推移
5）�保険診療における顎変形症患者と顎変形症以外の患

者の分布およびその割合
6）顎変形症患者の年次推移
7）顎変形症以外の患者の年次推移
年齢別分布には初診時年齢を用い，10歳以下，11～20

歳，21～30歳，31～40歳，41～50歳，51歳以上に分類し
た。顎変形症以外の保険適用の矯正歯科治療はさらに厚生
労働省が定める先天疾患（先天異常）， 6 歯以上の先天性
部分性無歯症（多数歯欠損），前歯および小臼歯の永久歯
のうち 3 歯以上の萌出不全に起因した咬合異常（ 3 歯以上
萌出不全）に分類した。

結　 果

1 ．�患者数の年次推移および登録率（図 1 ）
2015年から2024年までの10年間に当科を初診で受診した

患者数は計6,881人で，年間平均は688.1人であった。2018
年に一時的な減少を示したが，2019年以降は増加傾向を示
し，2024年には987人と最多であった。登録患者数につい
ては，10年間平均は365.2人で，2022年の517人が最多であ
り，2018年の187人が最少であった。登録率（登録患者 /
初診患者）は，年間平均53.1％で，もっとも高かったのは
2021年の61.8％，もっとも低かったのは2018年の39.8％で
あった。登録率は，2017年まで50％前後を推移していた
が，2018年で一旦40％以下に減少し，2019年から2021年に
かけて再び60％前後まで上昇したものの，2022年からは減
少傾向を示した。

　【Conclusion】Compared with the previous study, the number of registered patients has increased, whereas the 
sex ratio and proportion of insured versus self-paid treatment have remained largely unchanged. In terms of age 
distribution, the number of patients aged 41 years and older has increased. The proportion of self-paid treatments 
remained around 65%, with crowding being the most common malocclusion, followed by maxillary protrusion. For 
insured treatments, the number of non-jaw deformity cases has shown an increasing trend, especially in patients 
with multiple tooth losses. With an increase in the number of elderly patients and cases with nonsyndromic 
oligodontia, interdisciplinary collaboration between prosthodontics, periodontics, and oral surgery is expected to 
become increasingly important from the perspective of comprehensive dental care.
　Keywords: Orthodontic patients, survey, malocclusion
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2 ．�登録患者における男女比および年齢別分布（図 2 ，
3 -A，B）

登録患者のうち男性は1,372人（37.6％）で，女性は2,280
人（62.4％）であった。男女比は約 1：1.6で女性の方が多
かった。2015年から2024年までの10年間を通し各年男女比
に大きな変化はなかった。

年齢層については，10年間で男性は 5 歳から73歳が，女
性では 5 歳から78歳が登録患者となっていた。年齢分布に
ついては，男性は10代患者が537人ともっとも多く，つい
で多かったのは20代で306人であった。女性においても同
様であり，もっとも多かったのは10代で785人，ついで多
かった20代は678人であり両年代の差は男性よりもわずか

であった。男女別でみると2020年以降は10代，20代患者の
増加が顕著であり，また，後半の 5 年間では，全体数は少
ないものの女性の41歳以上の患者数の増加を認めた。

3 .　�登録患者における自費診療および保険診療の割合とそ
の年次推移（図 4 ）

登録患者における自費診療（Ⅰ期治療および MTM も
含む）と保険診療の割合の年次推移は10年間を通して大き
な変化はなく， 3 ～ 4 割であった。保険診療の割合がもっ
とも多かったのは2019年で39.4％，もっとも少なかったの
は2023年の31.5％であった。

図1

年 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 合計
初診患者数 519 533 526 470 531 625 832 897 961 987 6,881
登録患者数 240 286 263 187 310 384 514 517 508 443 3,652
登録率(%) 46.2 53.7 50.0 39.8 58.4 61.4 61.8 57.6 52.9 44.9 53.1
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図 1　患者数の年次推移および登録率 図2
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年 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 合計

男性(人) 95 102 105 72 120 130 173 212 195 168 1,372
女性(人) 145 184 158 115 190 254 341 305 313 275 2,280
男性割合(%) 39.6 35.7 39.9 38.5 38.7 33.9 33.7 41.0 38.4 37.9 37.6
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図 2　登録患者における男女比
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図 3　登録患者における男女別年齢分布の年次推移と10年間の合計
	 A：男性　　B：女性
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4 .　�自費診療患者数および不正咬合分布とその年次推移
（図 5 -A，B）

登録患者のうち全顎的矯正歯科治療を行った自費診療患
者数の年次推移については，2015～2018年までは年間80～
130人前後と比較的少数であったが2019年以降は増加傾向
となり，2021年に250人で最多となり，その後2022～2024
年はやや減少しているものの，前半 5 年と比べると依然と
して高い水準であった。

不正咬合別では，10年間で叢生が665人でもっとも多く，
ついで上顎前突が418人であり， 3 番目は反対咬合（下顎
前突を含む）で149人，さらに開咬138人，上下顎前突93
人，空隙歯列92人，過蓋咬合64人，その他38人の順であっ

た。年次別でみると，叢生（35～45％）がもっとも多く，
二番目に多かったのは上顎前突（19～37％）であった。反
対咬合は，2015～2019年までは年間 5 ～11人程度であった
が，2020～2024年は18～25人と増加傾向を示した。同様
に，開咬も2015～2018年は 5 ～ 9 人と少なく，2019～2024
年は14～26人と増加傾向を示した。

5 .　�保険診療における顎変形症患者と顎変形症以外の患者
の分布およびその割合（図 6 ）

保険診療のうち，10年間を通して顎変形症患者の割合は
81～97％と多数を占めている。しかし，顎変形症以外の保
険診療患者（以下，顎変形症以外の患者）の割合が近年増

自費（MTMⅠⅠ期含む）

保険

図4 

年 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
保険診療
割合(%) 36.7 35.3 31.6 38.5 39.4 38.0 32.5 37.1 31.5 36.1
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（年）
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図 4 　�登録患者における自費診療および保険診療の割合とその年次
推移

図 6　�保険診療における顎変形症患者と顎変形症以外の患者の分布
およびその割合
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図 5　�自費診療患者数および不正咬合分布とその年次推移										        
	 A：年次推移　　B：10年間合計
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加傾向を示した。2015～2021年までは10％前後であったも
のが，2021年から徐々に増加し，2024年では18.8％になっ
ていた。

6 .　�顎変形症患者の年次推移（図 7 ）
顎変形症患者数は，最多は2022年の167人，最小は2018

年の64人であり，10年間の平均数は114.7人であった。症
状別では，下顎前突がもっとも多く（49～59％），続いて
上顎前突（12～18％），顔面非対称（ 9 ～17％），開咬（ 5
～11％）の順であった。これらの分布は，10年間を通して
おおむね一定であった。

7 .　�顎変形症以外の患者の年次推移（図 8 ）
顎変形症以外の患者では，先天異常，多数歯欠損， 3 歯

以上萌出不全に分類して年次推移を調査したところ，とく
に2020年以降より多数歯欠損患者数の増加が認められた。
調査開始の2015年では 8 人であったのに対し，2024年は最
多の21人であった。

考　 察

1 ．�患者数の年次推移および登録率（図 1 ）
2015年から2024年までの10年間に当科を受診した初診患

者数は6,881人（年間平均688.1人）であり，これは2009年
から2013年の 5 年間における初診患者2,555人（年間平均
511人）1 ）と比較して増加傾向を示した。2018年には初診
患者数および登録患者数が一時的に減少したが，これは同
年10月の新病院移転に伴う影響と考えられる。その後，診
療環境の改善により患者数は回復し，2019年以降は増加傾
向を示した（図 1 ）。また厚生労働省患者調査によると，
1 日あたり矯正初診患者数は2017年の約800人から2020年
には約2,900人へと大幅に増加しており 2 , 3 ），国的にも矯正
歯科治療への需要が拡大していたと考えられる。この背景
には，新型コロナウイルス流行下でのマスク着用の長期化
により，装置の審美的問題で治療をためらっていた患者層

の受診増加があったと推察される。
登録患者の推移では，2015年から2024年の10年間で平均

登録率は53.1％であった。とくに2020年，2021年には60％
を超え，2022年も57.6％と高い登録率を示したが，2021年
をピークに2024年まではやや減少傾向にある。これは，近
年地域の一般歯科医院で矯正歯科治療を行う施設が増えた
ことで，大学病院と比較し通院の利便性を優先して開業医
を選択する患者が増加していることが一因と考えられる。
またインターネットや SNS の普及により矯正歯科治療に
関する情報が容易に得られるようになり，患者自身が複数
の選択肢を比較検討して受診先を決める傾向も影響してい
ると推察される。このように患者の関心や知識は年々高
まっており，審美的改善に加え顎機能改善を目的とする患
者も増加している。このことより，当科における今後の登
録率向上のための課題としては，適切な診断と治療を提供
するだけでなく，情報発信の充実ならびに利便性を考慮し
た診療体制の整備が必要と考えられる。

2 ．�登録患者における男女比および年齢別分布（図 2 ，
3 -A，B）

2登録患者数の男女比は約 1：1.6であり，この傾向は
2016年の当科の報告や他施設の結果 4 , 5 ）と類似していた。
一方で，2007年の当科の報告 1：2.4 6 ）と比較すると男性
の割合が増加しており，男性における歯列への関心や受診
意識の高まりが示唆された。

年齢別分布ではもっとも多い年代は男女ともに10代であ
り，男性は39.2％，女性は34.4％であった。この年代は，
混合歯列期から永久歯列完成期までを含んでおり，Ⅰ期治
療だけでなく全顎的矯正歯科治療が開始可能となる時期で
もあることから，不正咬合が発見されやすく，患者数が多
くなったと推察された。これらの傾向は他の医療機関 7 , 8 ）

においても同様であった。
男性では20代患者数の年次変化が大きく，とくに2020年

以降に増加が顕著であった。2022年と2024年の歯科疾患実
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態調査を比較すると，20代男性の矯正歯科治療経験者が増
加しており，30歳未満男性における矯正歯科治療経験率も
上昇していたことから 9 , 10），全国的に男性の矯正歯科治療
への関心が高まっていると考えられた。

女性においては，当科の過去の報告 1 , 6 ）と比べ41歳以上
の患者が増加しており，男性よりも高齢まで治療を希望す
る傾向が認められた。これは女性の方が審美的改善に対す
る要求が高いことを反映していると考えられる。また，今
回の調査では 5 ～78歳と幅広い年齢層で治療が行われ，
2016年の当科での調査 1 ）では存在しなかった60歳以上の
患者も39人認められた。その治療内容は，補綴前処置など
の包括的治療の一環として矯正歯科治療が介在する症例が
多かった。歯科疾患実態調査においても，60～65歳で残存
歯を20本以上有する割合は2016年の85.2％から，2022年
89.3％，2024年91.5％へと増加しており 9 -11），高齢者でも
矯正歯科治療が可能となる基盤が広がっていると考えられ
る。さらに，矯正歯科治療は成人でも可能であるという啓
発活動の浸透も影響していると推察された。また年齢が高
くなるにしたがって補綴物を有する患者や，歯周病に罹患
している患者10），全身疾患を有する患者12）も増加している
ことから，成人の矯正歯科治療については，今後よりいっ
そう他科連携が必要であると考える。

3 ．�登録患者における自費診療および保険診療の割合とそ
の年次推移（図 4 ）

自費診療と保険診療の割合は65：35（2,361人：1,291人）
となり，2016年の当科の報告における自費診療 : 保険診療
の割合である66：34 1 ）とおおむね一致していた。年次推
移を見ても，保険診療の割合がもっとも多かったのは2019
年で39.4％，もっとも少なかったのは2023年で31.5％であ
り，各年で約10％の増減は認められたが，この変動は登録
患者数の増減とは必ずしも一致していなかった。これは当
病院が保険適用となる矯正歯科治療を実施できる指定医療
機関であることから，他院からの紹介患者が多く，結果と
して保険診療の割合は一定水準に維持されていると考えら
れる。一方で，自費診療においても費用の明確さや信頼性
を重視して大学病院を選択する患者層が一定して存在する
と考えられ，全体として自費診療と保険診療の比率は大き
く変動しなかったと考えられる。

4 ．�自費診療患者数および不正咬合分布とその年次推移 
（図 5 -A，B）

不正咬合分布では，自費診療においては叢生が35～45％
ともっとも多く，ついで上顎前突が19～37％となってい
た。この傾向はこれまでの当科の報告13）や他医療機関の
報告14, 15）に類似していた。2016年歯科疾患実態調査にお
いても12歳から20歳では叢生は約26％，4 ㎜以上のオー
バージェットは約40％11）であり，叢生や上顎前突は不正

咬合の代表的な疾患として認識されやすく，矯正歯科治療
による歯列および口元の改善が可能であることが広く周知
されていると考えられた。

一方で，近年は反対咬合や開咬の患者数が徐々に増加し
ている。これは2023年の当科での報告でも示された歯科矯
正用アンカースクリューの普及16）により，従来は外科手
術併用が必要であった境界症例に対しても，手術を希望し
ない患者に非外科的な治療選択肢を提供できるようになっ
たことが影響していると示唆された。

5 ．�保険診療における顎変形症患者と顎変形症以外の患者
の分布およびその割合（図 6 ）

前述の通り，登録患者のうち保険診療の割合は以前の報
告と比較してほとんど変化が認められなかったが，一方
で，保険診療における疾患別内訳は変化が認められた。
2016年の当科での報告では，保険診療のうち，顎変形症患
者の割合が94.4％，顎変形症以外の患者の割合は5.6％で
あったのに対し 1 ），本調査における顎変形症以外の患者割
合の10年間平均は10.6％と増加した。とくに2020年以降
9.6％から徐々に増加しており，2024年では18.8％であった。
これは2012年に 6 歯以上の先天性部分性無歯症（多数歯欠
損），2018年に前歯および小臼歯の永久歯のうち 3 歯以上
の萌出不全に起因した咬合異常（ 3 歯以上萌出不全）に対
する矯正歯科治療が保険適用となり，徐々にこれらの疾患
に対する認識が広まっていることが示唆された。

6 ．顎変形症患者の年次推移（図 7 ）
顎変形症患者における10年間の症例別分布は下顎前突が

もっとも割合が高く49～59％であった。これは，反対咬合
は症状が明瞭であり患者は顔貌の改善を強く望むため，多
くの患者が骨格的改善を希望していると考えられた。つい
で多かったのは上顎前突であり12～18％であった。これは
他医療機関の報告17, 18）と比較して多かった。上顎前突に
対する治療は歯科矯正用アンカースクリューの普及によ
り，矯正単独の治療でも咬合の改善は可能となるケースも
増えてきている一方で，下顎後退により睡眠時無呼吸症候
群を併発している場合など，機能回復のために外科手術が
第一選択となる症例もあるため，患者数の割合が比較的多
かったと考えられる。

7 ．�顎変形症以外の患者の年次推移（図 8 ）
保険診療における顎変形症以外の患者の割合は10年平均

10.6％であり，これは当科での以前の調査である5.6％ 1 ）

と比較して高い値を示した。10年間での年次推移をみる
と，近年は増加傾向にあり2024年では18.8％と最多であっ
た。なかでも多数歯欠損患者数の変化は著しく，年間の患
者数は2019年には 3 人，続いて10人，11人，19人，16人，
そして2024年では21人と患者数の増加を認めた。2012年よ
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り多数歯欠損患者に対する矯正歯科治療が保険収載され，
当病院では矯正歯科治療のみならず多数歯欠損患者では必
須となる補綴治療まで一貫して治療が完結することから，
世間の認識の広がりとともに患者数の増加に直結したもの
と示唆される。先天異常患者の割合は，2016年の当科での
報告 1 ）と変化はなかった。 3 歯以上萌出不全患者数は現
時点では少ないが，多数歯欠損と同様に他科との連携が必
須であることから，今後当病院での患者数の増加が見込ま
れる。

結　 論

2015年から2024年の10年間に日本大学歯学部付属歯科病
院歯科矯正科を受診した患者の実態調査を行い以下の結論
を得た。
1 ．�10年間の初診患者総数は6,881人，登録患者総数は3,652

人，登録率は53.1％であり，当科の以前の報告と比較
し増加していた。

2 ．�男女比は当科の以前の報告と比較して変化はなかった
が，男性では20代の患者数の増加，女性では41歳以上
の患者数の増加を認めた。

3 ．�治療内容別では，登録患者全体のうち保険診療割合が
約35％となり，当科の以前の報告とおおむね同じ割合
であった。

4 ．�当科の以前の報告と比較して，保険診療における顎変
形症以外の患者の割合の増加を認め，とくに多数歯欠
損患者数の増加は近年顕著であった。

本論文に関して，開示すべき利益相反はない。
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